
　第３幕第２場：元首の私室

　　フランチェスコは、全ての息子を失ったと嘆く。

　(フランチェスコのアリア”あゝ、あの時に死んでいれば良かった”)

　其処へ、ヤコポの無罪が証明されたとの知らせが入り、フランチェスコは喜ぶが、続いて登場した

　ルクレツィアがヤコポが死んだと知らせる。(ルクレツィアのアリア”もはや、生きておられません”)

　十人委員会のメンバーが、フランチェスコの元首解任を通告する。

　フランチェスコが怒りと絶望に打ちひしがれる中、新元首選出のお祝いの鐘の音が聞こえて来、

　フランチェスコは倒れ息絶え、その傍らでロレダーノは陰謀達成とほくそ笑む。

　(フランチェスコのアリア・フィナーレ”では、これが私への報酬なのだな”)


